＜渡嘉敷島＞
周囲１９．６km　面積　１５．２９㎢　人口７２５人

　沖縄本島の南西３５kmの浮かぶ、慶良間（けらま）諸島最大の島。地形は南北に細長く、亜熱帯の植物でおおわれた標高200ｍほどの丘陵が連なっている。メインの集落は民宿やダイビングサービスが集まる島南西部の阿波連（あはれん）。阿波連ビーチは遠浅で波穏やか、サンゴの細かなかけらが混じる白浜の浜が美しい。周辺の海は透明度50ｍ以上といわれ、世界屈指の美しさを誇る。スキューバダイビングのメッカで本島からボートも来るほどだ。

＜赤間山＞
渡嘉敷島の最高峰。といっても標高227ｍ。渡嘉敷港の北側にあり、展望のよさは抜群。前島や座間味島、遠く沖縄本島までの360度のパノラマが楽しめる。

＜白玉の塔＞
太平洋戦争末期、住民の半数にもあたる329名が悲惨な集団自決を遂げた。塔は自決者のほか、沖縄戦で亡くなった犠牲者556名をまつる慰霊碑になっている。港から赤間山方面へ10分ほど歩いた犠津山の中腹にある。

＜渡嘉志久ビーチ＞
島の中央北側にあるプライベート感覚のビーチ。周囲を切り立った崖に覆われた三日月型の浜に目の前にはサンゴ礁の美しい遠浅の海が広がっている。ビーチの後ろには常緑樹であるモクマオウ（木麻黄）の林がひろがっており、灼熱の太陽を避けるには最適。島の中央を走る道路沿いからコバルトブルーの海をバックにした白浜のビーチが一望できる。

＜阿波連ビーチ＞
渡嘉敷島の中心のビーチ。約800ｍの白浜とサンゴのかけらに覆い尽くされた浜と透きとおるようなコバルトブルーの海は、まさしく南国沖縄といった美しさだ。遠浅の海はサンゴやカラフルな熱帯魚の宝庫。ダイビングをしなくても、シュノーケルで十分に楽しめる。ビーチの北側にある奇岩の上には展望台があり、座間味島や周辺の島々がみられる。港から車で１５分。

＜ホエールウォッチング＞
毎年冬から春にかけて、遠くアラスカの海から沖縄を訪れるザトウクジラ。２月—３月村営のフェリーがホエールウォッチングクルーズのために出港する。

＜歴史資料館＞
渡嘉敷港の船待合所の２階にあり、太平洋戦争時の遺品や古くから使われてきた民具、漁具、貝殻のコレクションなどを展示。文献や写真などで渡嘉敷島の歴史をみることができる。

＜阿波連自然植物園＞
西川阿波連近くに広がる自然公園で、ビロウ（クバ）の木が生い茂る。夏はキャンプ場としてもにぎわう。

